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(57)【要約】
【課題】フレキシブルディスプレイの端部領域（ｅｄｇ
ｅ　ｐｏｒｔｉｏｎ）に設けられたセンサーを用いて端
部が把持されたか否かを判断し、判断結果に基づいて制
御動作を行うようにするフレキシブルディスプレイを具
備する携帯装置の携帯装置の制御方法及びその携帯装置
を提供する。
【解決手段】本発明のフレキシブルディスプレイを具備
する携帯装置の制御方法は、フレキシブルディスプレイ
のたわみを感知する段階と、フレキシブルディスプレイ
の端部領域が把持されたか否かを判断する段階と、端部
領域が把持された場合に、たわみに対応する携帯装置の
制御動作を行う段階と、を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレキシブルディスプレイを具備する携帯装置の制御方法であって、
　前記フレキシブルディスプレイのたわみを感知する段階と、
　前記フレキシブルディスプレイの端部領域（ｅｄｇｅ　ｐｏｒｔｉｏｎ）が把持された
か否かを判断する段階と、
　前記端部領域が把持された場合に、前記たわみに対応する前記携帯装置の制御動作を行
う段階と、を有することを特徴とする携帯装置の制御方法。
【請求項２】
　前記端部領域が把持されたか否かを判断する段階は、前記フレキシブルディスプレイの
少なくとも２つの端部領域が把持されたか否かを判断する段階を含み、
　前記制御動作を行う段階は、前記少なくとも２つの端部領域が把持された場合に、制御
動作を行うことを特徴とする請求項１に記載の携帯装置の制御方法。
【請求項３】
　前記端部領域が把持されたか否かを判断する段階は、
　前記フレキシブルディスプレイの端部領域に配置された少なくとも１つのセンサーから
制御信号を受信する段階と、
　前記制御信号に基づいて前記端部領域が把持されたことを判断する段階と、を含むこと
を特徴とする請求項１に記載の携帯装置の制御方法。
【請求項４】
　前記制御信号を受信する段階は、前記端部領域で発生するタッチ入力、近接入力、及び
圧力入力のうちの少なくとも１つの感知によって生成された制御信号を受信する段階を含
むことを特徴とする請求項３に記載の携帯装置の制御方法。
【請求項５】
　前記制御信号を受信する段階は、前記端部領域の周辺で人体が感知されることに基づい
て生成された制御信号を受信する段階を含むことを特徴とする請求項３に記載の携帯装置
の制御方法。
【請求項６】
　前記端部領域が把持された状態で前記フレキシブルディスプレイのたわみを感知する段
階と、
　前記たわみに対応する制御動作を行う段階と、をさらに含むことを特徴とする請求項１
に記載の携帯装置の制御方法。
【請求項７】
　前記制御動作を行う段階は、前記フレキシブルディスプレイの第１領域のたわみによっ
て、電子ブック表示画面を分割する段階を含むことを特徴とする請求項１に記載の携帯装
置の制御方法。
【請求項８】
　前記端部領域が把持された状態で前記フレキシブルディスプレイの第２領域のたわみを
感知する段階と、
　前記第２領域に表示された前記電子ブックのページめくりを行う段階と、をさらに含む
ことを特徴とする請求項７に記載の携帯装置の制御方法。
【請求項９】
　前記第１領域のたわみ及び前記第２領域のたわみは、互いに異なる方向に向けてたわむ
ことを特徴とする請求項８に記載の携帯装置の制御方法。
【請求項１０】
　前記電子ブックのページめくりを行う段階は、前記第２領域のたわみに対する曲率に基
づいて前記ページめくりの速度を制御する段階を含むことを特徴とする請求項８に記載の
携帯装置の制御方法。
【請求項１１】
　フレキシブルディスプレイと、
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　前記フレキシブルディスプレイのたわみ及び前記フレキシブルディスプレイの端部領域
が把持されたか否かを感知するセンサー部と、
　前記センサー部を用いて前記フレキシブルディスプレイのたわみが感知されると、前記
フレキシブルディスプレイの端部領域が把持されたか否かを判断し、前記端部領域が把持
された場合に、前記たわみに対応する制御動作を行う制御部と、を備えることを特徴とす
る携帯装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記センサー部を用いて前記フレキシブルディスプレイの少なくとも２
つの端部領域が把持されたか否かを判断し、前記少なくとも２つの端部領域が把持された
場合に、制御動作を行うことを特徴とする請求項１１に記載の携帯装置。
【請求項１３】
　前記センサー部は、前記フレキシブルディスプレイの端部領域に配置されることを特徴
とする請求項１１に記載の携帯装置。
【請求項１４】
　前記センサー部は、前記端部領域で感知されたタッチ入力、近接入力、及び圧力入力の
うちの少なくとも１つに基づいて制御信号を生成して前記制御部に伝達し、
　前記制御部は、前記制御信号に基づいて前記端部領域が把持されたことを判断すること
を特徴とする請求項１３に記載の携帯装置。
【請求項１５】
　前記センサー部は、タッチセンサー、近接センサー、電磁気センサー、及び圧力センサ
ーのうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１４に記載の携帯装置。
【請求項１６】
　前記センサー部は、前記端部領域の周辺で人体が感知されることに基づいて制御信号を
生成して前記制御部に伝達し、
　前記制御部は、前記制御信号に基づいて前記端部領域が把持されたことを判断すること
を特徴とする請求項１３に記載の携帯装置。
【請求項１７】
　前記センサー部は、光センサー、温度センサー、及び湿度センサーのうちの少なくとも
１つを含むことを特徴とする請求項１６に記載の携帯装置。
【請求項１８】
　前記制御部は、前記端部領域が把持された状態で前記フレキシブルディスプレイのたわ
みが感知されると、前記たわみに対応する制御動作を行うことを特徴とする請求項１１に
記載の携帯装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フレキシブルディスプレイを具備する携帯装置の制御方法及びその携帯装置
に関し、より詳細には、フレキシブルディスプレイの端部領域（ｅｄｇｅ　ｐｏｒｔｉｏ
ｎ）がグリップされたか否かに基づいて携帯装置を制御する携帯装置の制御方法及びその
携帯装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、スマートフォンの登場に伴い、近年の携帯装置は、写真や動画の撮影、音楽ファ
イルや動画ファイルの再生、ゲーム、放送の受信、及び無線インターネット支援など複雑
な機能を備えるようになり、総合的なマルチメディア機器（ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｐｌ
ａｙｅｒ）形態で具現されている。これにより、携帯装置は、ユーザの欲求を満足させな
がら携帯性及び便利性を強化するために、ハードウェアやソフトウェアの側面で新しい形
態に発展している。
【０００３】
　フレキシブルディスプレイ（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｄｉｓｐｌａｙ）は、このような発展
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の一例として、携帯装置全体を柔軟な形態の画面で折るかまたは曲げることが可能で、携
帯装置の携帯性を向上させる。
【０００４】
　フレキシブルディスプレイは、たわみやすい柔軟性を有し、この柔軟性を利用して携帯
装置を制御することができるので、ユーザが意図しない状態でフレキシブルディスプレイ
がたわむ場合、所望しない制御動作が行われる問題点が発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、フレキ
シブルディスプレイの端部領域に設けられたセンサーを用いて端部が把持されたか否かを
判断し、判断結果に基づいて制御動作を行うフレキシブルディスプレイを具備する携帯装
置の制御方法及びその携帯装置を提供することにある。
　また、本発明の目的は、端部領域が把持された状態で、フレキシブルディスプレイのた
わみを利用して携帯装置を制御する携帯装置の制御方法及びその携帯装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一態様による携帯装置の制御方法は、フレ
キシブルディスプレイを具備する携帯装置の制御方法であって、前記フレキシブルディス
プレイのたわみを感知する段階と、前記フレキシブルディスプレイの端部領域（ｅｄｇｅ
　ｐｏｒｔｉｏｎ）が把持されたか否かを判断する段階と、前記端部領域が把持された場
合に、前記たわみに対応する前記携帯装置の制御動作を行う段階と、を有することを特徴
とする。
【０００７】
　前記端部領域が把持されたか否かを判断する段階は、前記フレキシブルディスプレイの
少なくとも２つの端部領域が把持されたか否かを判断する段階を含み、前記制御動作を行
う段階は、前記少なくとも２つの端部領域が把持された場合に、制御動作を行い得る。
　また、前記端部領域が把持されたか否かを判断する段階は、前記フレキシブルディスプ
レイの端部領域に配置された少なくとも１つのセンサーから制御信号を受信する段階と、
前記制御信号に基づいて前記端部領域が把持されたことを判断する段階と、を含み得る。
　前記制御信号を受信する段階は、前記端部領域で発生するタッチ入力、近接入力、及び
圧力入力のうちの少なくとも１つの感知によって生成された制御信号を受信する段階を含
み得る。
　また、前記制御信号を受信する段階は、前記端部領域の周辺で人体が感知されることに
基づいて生成された制御信号を受信する段階を含み得る。
【０００８】
　前記携帯装置の制御方法は、前記端部領域が把持された状態で前記フレキシブルディス
プレイのたわみを感知する段階と、前記たわみに対応する制御動作を行う段階とをさらに
含み得る。
　前記制御動作を行う段階は、前記フレキシブルディスプレイの第１領域のたわみによっ
て、電子ブック表示画面を分割する段階を含み得る。
　また前記携帯装置の制御方法は、前記端部領域が把持された状態で前記フレキシブルデ
ィスプレイの第２領域のたわみを感知する段階と、前記第２領域に表示された前記電子ブ
ックのページめくりを行う段階と、をさらに含み得る。
　前記第１領域のたわみ及び前記第２領域のたわみは、互いに異なる方向に向けてたわみ
得る。
　前記電子ブックのページめくりを行う段階は、前記第２領域のたわみに対する曲率に基
づいて前記ページめくりの速度を制御する段階を含み得る。
【０００９】
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　上記目的を達成するためになされた本発明の一態様による携帯装置は、フレキシブルデ
ィスプレイと、前記フレキシブルディスプレイのたわみ及び前記フレキシブルディスプレ
イの端部領域が把持されたか否かを感知するセンサー部と、前記センサー部を用いて前記
フレキシブルディスプレイのたわみが感知されると、前記フレキシブルディスプレイの端
部領域が把持されたか否かを判断し、前記端部領域が把持された場合に、前記たわみに対
応する制御動作を行う制御部と、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　前記制御部は、前記センサー部を用いて前記フレキシブルディスプレイの少なくとも２
つの端部領域が把持されたか否かを判断し、前記少なくとも２つの端部領域が把持された
場合に、制御動作を行い得る。
　前記センサー部は、前記フレキシブルディスプレイの端部領域に配置され得る。
【００１１】
　また、前記センサー部は、前記端部領域で感知されたタッチ入力、近接入力、及び圧力
入力のうちの少なくとも１つに基づいて制御信号を生成して前記制御部に伝達し、前記制
御部は、前記制御信号に基づいて前記端部領域が把持されたことを判断し得る。
　前記センサー部は、タッチセンサー、近接センサー、電磁気センサー、及び圧力センサ
ーのうちの少なくとも１つを含み得る。
　前記センサー部は、前記端部領域の周辺で人体が感知されることに基づいて制御信号を
生成して前記制御部に伝達し、前記制御部は、前記制御信号に基づいて前記端部領域が把
持されたことを判断し得る。
　また、前記センサー部は、光センサー、温度センサー、及び湿度センサーのうちの少な
くとも１つを含み得る。
【００１２】
　また、前記制御部は、前記端部領域が把持された状態で前記フレキシブルディスプレイ
のたわみが感知されると、前記たわみに対応する制御動作を行い得る。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明のフレキシブルディスプレイを具備する携帯装置の制御方法及びその携帯装置に
よれば、フレキシブルディスプレイの柔軟性を利用して携帯装置を制御することができ、
ユーザが意図しない状態でフレキシブルディスプレイがたわんだ場合でも、所望しない制
御動作が実行されるの防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態による携帯装置の構成を示すブロック図である。
【図２】（ａ）は本発明の一実施形態による携帯装置がたわむ一例を示す図であり、（ｂ
）は他の例を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態による携帯装置の制御方法を示すフローチャートである。
【図４】本発明の一実施形態による制御動作の一例を示す図である。
【図５】本発明の一実施形態による制御動作の他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明は、フレキシブルディスプレイを具備する携帯装置の制御のために適用すること
ができる。
【００１６】
　また、本発明は、フレキシブルディスプレイを具備する携帯装置であって、スマートフ
ォン、携帯端末、移動端末（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、個人情報端末（ＰＤＡ
：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ＰＭＰ（Ｐｏｒｔａｂｌ
ｅ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｐｌａｙｅｒ）端末、ノートパッド（ＮｏｔｅＰａｄ）、ワ
イブロ（Ｗｉｂｒｏ（登録商標））端末、タブレットパソコン（Ｔａｂｌｅｔ　ＰＣ）な
どの一般的な電子端末だけでなく、フレキシブルディスプレイの適用が可能なすべての装
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置に適用し得る。
【００１７】
　本明細書で使用する技術的用語は、単に特定の実施形態を説明するために使用するもの
であって、本発明の思想を限定しようとするものではない。また、本明細書で使用する技
術的用語は、本明細書で特別に異なる意味で定義しない限り、本発明の属する分野におけ
る通常の知識を有する者によって一般的に理解される意味として解釈される。
【００１８】
　また、本明細書で使用する単数表現は、文脈上明白に異なるように定義しない限り、複
数表現を含む。本明細書で、「構成される」または「含む」などの用語は、明細書に記載
した様々な構成要素、または様々な段階をすべて含むものではない。
【００１９】
　以下、本発明を実施するための形態の具体例を、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２０】
　図１は、本発明の一実施形態による携帯装置の構成を示すブロック図である。
【００２１】
　図１を参照すると、携帯装置１００は、フレキシブルディスプレイ１１０、センサー部
１２０、制御部１３０、及び格納部１４０を含んで構成される。
【００２２】
　フレキシブルディスプレイ１１０は、携帯装置１００の前面及び後面のうちの少なくと
も一面に配置される。
【００２３】
　フレキシブルディスプレイ１１０は、曲げることが可能となるように具現されたディス
プレイであって、一般的に使用されるガラス基板ではないプラスチック基板を使用してた
わみやすいように製造される。フレキシブルディスプレイ１１０は、センサー部１２０に
結合されるかまたは内部に実装されるセンサーを利用して、たわみ状態及びたわみ領域な
どを検出する。
【００２４】
　フレキシブルディスプレイ１１０は、センサー部１２０またはフレキシブルディスプレ
イ１１０に結合されるセンサーを用いて、フレキシブルディスプレイ１１０上で発生する
ユーザ入力を感知する。例えば、フレキシブルディスプレイ１１０は、タッチセンサー、
近接センサー、圧力センサー、及び赤外線センサーなどを利用してタッチ入力、近接入力
、及びホバリング入力などを感知する。フレキシブルディスプレイ１１０に結合されるセ
ンサーは、フレキシブルディスプレイ１１０にパッド形態で結合されるかまたはフィルム
形態で付着される。
【００２５】
　本実施形態によると、フレキシブルディスプレイ１１０は、センサーを用いてフレキシ
ブルディスプレイ１１０の端部領域の把持を感知する。すなわち、フレキシブルディスプ
レイ１１０は、端部領域でユーザ入力が感知されるかまたは人体の存在が感知されるかに
基づいて端部領域がユーザによって把持されるか否かを感知する。この際、フレキシブル
ディスプレイ１１０は、端部領域が把持されることを感知するために、端部領域に配置さ
れた別途のセンサーを具備し得る。
【００２６】
　フレキシブルディスプレイ１１０は、携帯装置１００で処理される情報を表示（出力）
する。例えば、フレキシブルディスプレイ１１０は、現在駆動中のアプリケーション、プ
ログラムまたはサービスに対応する情報をＵＩ（Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）または
ＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）とともに表示する。
【００２７】
　センサー部１２０は、携帯装置１００の現在状態を感知するための複数のセンサーで構
成される。センサー部１２０は、感知された状態に対応する制御信号を生成し、制御部１
３０に伝達する。センサー部１２０はタッチセンサー、近接センサー、及び電磁気センサ
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ーを含む。
【００２８】
　タッチセンサーは、ユーザのタッチ入力を感知する。タッチセンサーは、タッチフィル
ム、タッチシート、及びタッチパッドなどの形態を有する。タッチセンサーは、タッチ入
力を感知し、感知されたタッチ信号を制御部１３０に伝達する。制御部１３０は、タッチ
信号を分析し、タッチ信号に対応する動作を行う。また、感知されたタッチ信号に対応す
る情報は、フレキシブルディスプレイ１１０上に表示される。タッチセンサーは、多様な
入力手段によってユーザのタッチ入力による操作信号が入力される。タッチセンサーは、
ユーザの人体（例えば、手）や物理的なツール、スタイラスペン（Ｓｔｙｌｕｓ　Ｐｅｎ
）、及びスタイラスペンに含まれる操作ボタンなどによって操作信号が入力される。具現
方式によってタッチセンサーは、直接タッチ入力だけでなく、一定の距離内の近接入力を
感知する。
【００２９】
　近接センサーは、フレキシブルディスプレイ１１０の検出面で起きる物体の有無、接近
、移動、方向、速度、及び形態などを、電磁力を利用して機械的接触なしに検出する。近
接センサーは、透過型光電センサー、直接反射型光電センサー、ミラー反射型光電センサ
ー、高周波発振型近接センサー、静電容量型近接センサー、磁気型近接センサー、及び赤
外線近接センサーのうちの１つである。
【００３０】
　圧力センサーは、フレキシブルディスプレイ１１０に加えられる圧力を検出する。
　赤外線センサーは、赤外線を放出し、赤外線がユーザの手などに反射して戻ることを感
知する。赤外線センサーは、フレキシブルディスプレイ１１０の側面、ベゼル領域、隅部
、及び端部領域などに配置され、端部で発生する把持を感知する。
【００３１】
　また、センサー部１２０は、モーションセンサー、温度センサー、張力センサー、電流
センサー、触覚センサー、及びチルトセンサーのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００３２】
　制御部１３０は、携帯装置１００の全般的な動作のために各構成要素を制御する。制御
部１３０は、フレキシブルディスプレイ１１０を用いた入力に基づいて携帯装置１００の
動作を制御する。
【００３３】
　本実施形態によると、制御部１３０は、フレキシブルディスプレイ１１０のたわみが感
知されると、フレキシブルディスプレイ１１０の端部領域でユーザ入力が感知されたか否
かに基づいて、たわみに対応する制御動作を行う。
【００３４】
　制御部１３０のさらに具体的な動作に対する説明は、以下、図面を参照して詳しく説明
する。
【００３５】
　格納部１４０は、携帯装置１００のためのプログラムまたは命令が格納される。制御部
１３０は、格納部１４０に格納されたプログラムまたは命令を実行する。
【００３６】
　格納部１４０は、フラッシュメモリタイプ、ハードディスクタイプ、マルチメディアカ
ードマイクロタイプ、及びカードタイプ（例えばＳＤまたはＸＤメモリなど）のメモリ、
ＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＰＲＯＭ、磁気メモリ、磁気ディスク、光デ
ィスクのうちの少なくとも１つのタイプの格納媒体を含む。
【００３７】
　図１に示した構成要素は必須なものではなく、それより多くの構成要素を有するか又は
それより少ない構成要素を有する携帯装置１００が具現される。
【００３８】
　図２は、本発明の一実施形態による携帯装置がたわむ様々な例を示す図である。図２の
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（ａ）及び（ｂ）には、携帯装置１００を構成するフレキシブルディスプレイ１１０がた
わむ一例及び他の例を示す。
【００３９】
　図２の（ａ）を参照すると、フレキシブルディスプレイ１１０は、ユーザがフレキシブ
ルディスプレイ１１０の一端部を持ち上げる動作によってたわむ。従来の携帯装置１００
では、このような場合に、フレキシブルディスプレイ１１０のたわみに対応する制御動作
を行う。しかし、この場合、ユーザは、実際には携帯装置１００を制御しようとする意図
を有しないことがある。したがって、ユーザが意図しない不要な制御動作を発生させる問
題が起こる。
【００４０】
　図２の（ｂ）を参照すると、フレキシブルディスプレイ１１０は、ユーザがフレキシブ
ルディスプレイ１１０の両端部を把持して、フレキシブルディスプレイ１１０を曲げる動
作によってたわむ。この場合、フレキシブルディスプレイ１１０のたわみは、ユーザの意
図によって発生したものである。ユーザは、フレキシブルディスプレイ１１０のたわみに
よる携帯装置１００の制御のためにフレキシブルディスプレイ１１０を曲げる。したがっ
て、この場合には、携帯装置１００はフレキシブルディスプレイ１１０のたわみに対応す
る制御動作を行う必要がある。
【００４１】
　以下、ユーザが携帯装置１００の制御を意図したか否かを判断して、フレキシブルディ
スプレイ１１０のたわみに対応する携帯装置１００の制御を行う方法について具体的に説
明する。
【００４２】
　図３は、本発明の一実施形態による携帯装置の制御方法を示すフローチャートである。
【００４３】
　まず、制御部１３０は、待機状態で動作する（ステップ２１０）。
【００４４】
　待機状態で、制御部１３０は、ロックモードまたは待機モードで動作するか、或いは任
意のアプリケーション、プログラム、またはサービスを駆動中である。例えば、制御部１
３０は、電子ブックアプリケーション、インターネットアプリケーション、文字アプリケ
ーション、メモアプリケーション、またはマルチメディア再生アプリケーションなどを駆
動中である。
【００４５】
　また、制御部１３０は、待機状態に対応する画面を表示するようにフレキシブルディス
プレイ１１０を制御する。フレキシブルディスプレイ１１０に表示される画面の例として
は、ロック画面、待機画面、イメージビューアー画面、音楽または動画再生画面、ウェブ
ページ画面、電子ブックなどのビューアー画面、メモ画面、及び文字画面などがある。制
御部１３０は、２つ以上のアプリケーションを同時に駆動することができ、この場合、フ
レキシブルディスプレイ１１０上には、フォアグラウンドで動作するアプリケーションが
表示される。一方、バックグラウンドで動作するアプリケーションは、フレキシブルディ
スプレイ１１０上に表示されない。
【００４６】
　待機状態でフレキシブルディスプレイ１１０は、たわまない平らな状態である。
【００４７】
　次に、制御部１３０は、フレキシブルディスプレイ１１０のたわみが感知されたか否か
を判断する（ステップ２２０）。
【００４８】
　フレキシブルディスプレイ１１０に結合されたセンサーまたは携帯装置１００に設けら
れたセンサー部１２０は、フレキシブルディスプレイ１１０で発生するたわみを感知し、
これに対応する制御信号を制御部１３０に伝達する。制御信号には、たわみの程度、すな
わち曲率情報及びたわみが発生した位置に関する情報が含まれる。
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【００４９】
　制御部１３０は、伝達された制御信号によって、フレキシブルディスプレイ１１０がた
わんでいるか否かを判断する。制御部１３０は、制御信号に含まれるフレキシブルディス
プレイ１１０の曲率情報に基づいて、フレキシブルディスプレイ１１０がたわんでいるか
否かを判断する。
【００５０】
　具体的に、制御部１３０は、フレキシブルディスプレイ１１０がたわんでいると判断す
るための第１臨界曲率をあらかじめ設定して格納部１４０に格納する。臨界曲率は、製造
時設定されるか、またはユーザの選択によって設定される。制御部１３０は、フレキシブ
ルディスプレイ１１０の一領域で臨界曲率より大きい曲率が感知されると、当該領域がた
わんでいると判断する。
【００５１】
　また、制御部１３０は、制御信号に基づいて、たわみ領域の位置を判断する。制御部１
３０は、たわみ領域に対する座標を抽出し、フレキシブルディスプレイ１１０上でたわみ
領域の位置を判断する。
【００５２】
　たわみが感知されない場合、またはたわみが感知されたが、その曲率が臨界曲率より小
さい場合、制御部１３０は、待機状態に戻る。
【００５３】
　フレキシブルディスプレイ１１０のたわみが感知された場合、制御部１３０は、フレキ
シブルディスプレイ１１０の端部領域が把持されたか否かを判断する（ステップ２３０）
。
【００５４】
　制御部１３０は、フレキシブルディスプレイ１１０に結合されたセンサーまたは携帯装
置１００に設けられたセンサー部１２０を用いてフレキシブルディスプレイ１１０の端部
領域がユーザの手などによって把持されたか否かを判断する。この際、制御部１３０は、
フレキシブルディスプレイ１１０の端部領域に配置された少なくとも１つのセンサーを用
いて把持の有無を判断する。
【００５５】
　この場合、制御部１３０は、フレキシブルディスプレイ１１０の少なくとも２つの端部
領域が把持されたか否かを判断する。
【００５６】
　制御部１３０は、図２の（ｂ）に示したように、端部領域でユーザのタッチ入力が感知
された場合、端部領域が把持されたものと判断する。一般的に、ユーザがフレキシブルデ
ィスプレイ１１０を意図的に曲げる場合、端部領域を指で把持する。これにより、フレキ
シブルディスプレイ１１０の端部でタッチ入力が発生する。したがって、本実施形態にお
いて、制御部１３０は、端部領域でユーザのタッチ入力が感知されると、端部領域が把持
されたものと判断する。
【００５７】
　具体的に、フレキシブルディスプレイ１１０に結合されたセンサーまたは携帯装置１０
０に設けられたセンサー部１２０は、端部領域でタッチ入力が発生することを感知し、こ
れに対する制御信号を生成して制御部１３０に伝達する。センサーは、例えば、タッチセ
ンサー、近接センサー、静電気センサー、及び圧力センサーなどである。制御部１３０は
、伝達された制御信号を分析し、端部領域が把持されたことを判断する。
【００５８】
　多様な実施形態において、制御部１３０は、タッチ入力だけでなく、近接入力、及び圧
力入力などが感知されることに基づいて端部領域が把持されることを判断し得る。
【００５９】
　フレキシブルディスプレイ１１０が携帯装置１００の前面及び後面に設けられる場合、
制御部１３０は、前面及び後面でユーザ入力が感知された場合に、端部領域が把持された
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ものと判断する。例えば、制御部１３０は、前面フレキシブルディスプレイ１１０の端部
領域で親指に対応する１個の入力が感知され、後面フレキシブルディスプレイ１１０の端
部領域で残りの指に対応する４個の入力が感知されると、端部領域が把持されたものと判
断する。
【００６０】
　または、制御部１３０は、端部領域の周辺で人体が感知された場合、端部領域が把持さ
れたものと判断する。ユーザがフレキシブルディスプレイ１１０を意図的に曲げる場合、
ユーザは、フレキシブルディスプレイ１１０の端部領域を手で把持する。この場合、ユー
ザの手は、フレキシブルディスプレイ１１０の端部領域の周辺に位置する。したがって、
本実施形態において、制御部１３０は、端部領域の周辺で人体が感知されると、端部領域
が把持されたものと判断する。
【００６１】
　具体的に、フレキシブルディスプレイ１１０に結合されたセンサーまたは携帯装置１０
０に設けられたセンサー部１２０は、端部領域の周辺に位置する人体を感知し、これに対
する制御信号を生成して制御部１３０に伝達する。センサーは、例えば、近接センサー、
光センサー（赤外線センサー、紫外線センサーなど）、温度センサー、及び湿度センサー
などである。制御部１３０は、伝達された制御信号を分析し、端部領域が把持されたこと
を判断する。
【００６２】
　一実施形態において、制御部１３０が、端部領域が把持されたか否かを判断する動作は
、フレキシブルディスプレイ１１０のたわみの有無を感知する前に行われる。すなわち、
フレキシブルディスプレイ１１０のたわみが発生する前に、端部領域の把持が感知される
。
【００６３】
　以上、フレキシブルディスプレイ１１０の端部領域が把持されたと判断する様々な形態
を挙げて説明したが、これに限定されず、多様な方法で端部領域が把持されたか否かを判
断し得る。
【００６４】
　端部領域が把持された場合、制御部１３０は、たわみに対応する制御動作を行う（ステ
ップ２４０）。
【００６５】
　制御部１３０は、端部領域が把持されたと判断された場合に、フレキシブルディスプレ
イ１１０のたわみに対応する携帯装置１００の制御動作を行う。一実施形態によると、制
御部１３０は、たわみに対応して携帯装置１００を制御するモードが設定されたか否かに
よって制御動作を行う。
【００６６】
　制御部１３０は、フレキシブルディスプレイ１１０に結合されたセンサーまたは携帯装
置１００に設けられたセンサー部１２０から、たわみに対応して受信した制御信号を分析
する。制御部１３０は、制御信号に基づいてたわみの程度、すなわち曲率及びたわみが発
生した位置などを判断する。
【００６７】
　制御部１３０は、判断情報に基づいて、たわみに対応する制御動作が存在するか否かを
判断する。たわみに対応する制御動作は、携帯装置１００の製造時またはユーザによって
設定されて格納部１４０にあらかじめ格納される。
【００６８】
　たわみに対応する制御動作が存在する場合、制御部１３０は、当該制御動作を行う。例
えば、制御部１３０は、制御動作として、画面分割、画面モード切り替え、コピー／貼り
付け、拡大／縮小、及び再生／停止などの動作を行う。この際、制御部１３０は、たわみ
が発生した位置及びたわみの程度によってそれぞれ異なる制御動作を行う。
【００６９】
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　制御部１３０は、現在駆動中のアプリケーションに対応して制御動作を決定し、これを
行う。例えば、制御部１３０は、現在駆動中のアプリケーションがマルチメディア再生ア
プリケーションである場合、マルチメディアの再生、停止、音量調節、前のファイル／次
のファイル再生、及び前のチャネル／次のチャネル再生などの再生制御のための動作を行
う。または、制御部１３０は、現在駆動中のアプリケーションがメモアプリケーション、
文字メッセージアプリケーション、写真アプリケーション、及び電子ブックアプリケーシ
ョンなどのビューアーアプリケーションである場合、前の画面／次の画面表示、スクロー
ル移動表示、ホーム画面表示、再ロード、拡大／縮小表示、テキストサイズ調節、フォル
ダ移動、及びタップ移動などのテキストまたはイメージなどの編集のための動作を行う。
【００７０】
　本発明の一実施形態によれば、制御部１３０は、たわみに対応して画面分割動作を行う
。すなわち、制御部１３０は、たわみが感知された領域に基づいて現在表示された画面を
分割するか、または表示領域を分割して分割された表示領域に他の画面を一緒に表示する
ようにフレキシブルディスプレイ１１０を制御する。
【００７１】
　図４を参照すると、制御部１３０は、たわみに対応して電子ブックコンテンツに対する
画面分割動作を行う。現在駆動中のアプリケーションが電子ブックアプリケーションであ
る場合、制御部１３０は、たわみに対応して電子ブックコンテンツの画面分割を行う。例
えば、たわみが感知される前に、電子ブックの一ページが画面に表示された場合、制御部
１３０は、たわみに対応してたわみ領域を基準として画面表示領域を分割し、分割された
表示領域に電子ブックの複数のページを表示するようにフレキシブルディスプレイ１１０
を制御する。
【００７２】
　上記では、電子ブックコンテンツを例に挙げて説明したが、これに限定されず、アルバ
ムアプリケーション、メモアプリケーション、及び文字アプリケーションなどに上述した
実施形態が適用される。
【００７３】
　一方、端部領域が把持されない場合、制御部１３０は、制御動作を行うことなく、次の
段階に進行する。これにより、携帯装置１００は、ユーザが携帯装置１００の制御を意図
しない状態でフレキシブルディスプレイ１１０がたわんだ場合、不要な制御動作の実行を
防止する。
【００７４】
　次に、制御部１３０は、感知されたたわみが解除されるか否かを判断する（ステップ２
５０）。
【００７５】
　制御部１３０は、フレキシブルディスプレイ１１０に結合されたセンサーまたは携帯装
置１００に設けられたセンサー部１２０から出力される制御信号によって、フレキシブル
ディスプレイ１１０のたわみが解除されたか否かを判断する。
【００７６】
　制御部１３０は、制御信号に含まれるフレキシブルディスプレイ１１０の曲率情報に基
づいて、フレキシブルディスプレイ１１０のたわみが解除されたか否かを判断する。例え
ば、フレキシブルディスプレイ１１０の曲率があらかじめ設定された臨界曲率より大きい
場合、制御部１３０は、フレキシブルディスプレイ１１０のたわみが解除されたものと判
断する。
【００７７】
　フレキシブルディスプレイ１１０のたわみが解除されない場合、制御部１３０は、待機
状態に戻って、上記動作を繰り返して行う。
【００７８】
　具体的に、制御部１３０は、追加的なフレキシブルディスプレイ１１０のたわみが感知
された場合に、端部領域が把持されたか否かに基づいて追加的なたわみに対応する制御動
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作を行う。
【００７９】
　追加的なたわみは、以前に発生したたわみと同一であるか、または互いに異なる。例え
ば、追加的なたわみは、以前に発生したフレキシブルディスプレイ１１０の第１領域のた
わみに対して曲率が変更されるたわみである。または、追加的なたわみは、第１領域と異
なる第２領域で感知されるたわみである。この場合、制御部１３０は、たわみが感知され
た領域にそれぞれ対応する制御動作を行う。
【００８０】
　制御部１３０は、現在駆動中のアプリケーションまたは第１領域のたわみに対応して制
御動作が行われた状態に基づいて、追加的なたわみに対する制御動作を行う。例えば、制
御部１３０は、制御動作として、画面分割、画面モード切り替え、コピー／貼り付け、拡
大／縮小、及び再生／停止などの動作を行う。この際、制御部１３０は、たわみが発生し
た位置及びたわみの程度によってそれぞれ異なる制御動作を行う。
【００８１】
　本発明の一実施形態によれば、制御部１３０は、追加的なたわみに対応して電子ブック
コンテンツに対するページめくり動作を行う。制御部１３０は、図４に示すように、第１
領域、すなわちフレキシブルディスプレイ１１０中央部のたわみが感知された状態で、第
２領域のたわみを感知する。
【００８２】
　第２領域のたわみは、図５に示すように、第１領域と端部領域との間で発生する。具体
的に、第２領域のたわみは、画面分割によって電子ブックの１ページが表示された領域で
発生する。一実施形態として、第２領域のたわみは、第１領域のたわみと互いに異なる方
向に向けてたわむ。例えば、第１領域のたわみがフレキシブルディスプレイ１１０の後面
に向けてたわむ場合、第２領域のたわみは、フレキシブルディスプレイ１１０の前面に向
けてたわむ。
【００８３】
　制御部１３０は、第２領域のたわみに対応して電子ブックのページめくり動作を行う。
制御部１３０は、第１領域のたわみに対応して分割された表示領域に複数のページが表示
された状態で電子ブックのページめくり動作を行う。制御部１３０は、第２領域のたわみ
が発生した位置に表示された電子ブックのページに対してページめくりを行う。図５を参
照すると、制御部１３０は、第２領域のたわみが発生した位置に表示された電子ブックの
ページをめくるように制御する。制御部１３０は、ページめくりによって画面に次のペー
ジを表示するようにフレキシブルディスプレイ１１０を制御する。
【００８４】
　制御部１３０は、第２領域のたわみの属性に基づいてページめくり動作を制御する。例
えば、制御部１３０は、第２領域のたわみが緩い場合、すなわち、小さい曲率を有する場
合、遅い速度でページめくりを行う。反対に、制御部１３０は、第２領域のたわみが急激
な場合、すなわち、大きい曲率を有する場合、速い速度でページめくりを行うか、チャプ
ターめくり、又は最終ページへのページめくりなどを行う。
【００８５】
　さらに、制御部１３０は、図５で２つのページが表示された領域の両方でたわみが感知
された場合、さらに大きい曲率を有するたわみが感知された領域に表示されたページをめ
くるように制御する。例えば、左側ページ及び右側ページが表示された領域の両方でたわ
みが感知され、右側ページが表示された領域で感知されたたわみがさらに大きい曲率を有
する場合、制御部１３０は、右側ページに対してページめくりを行う。
【００８６】
　上記では、フレキシブルディスプレイ１１０のたわみに対応する動作として電子ブック
の制御に関する実施形態を挙げて説明したが、これに限定されない。
【００８７】
　すなわち、制御部１３０は、マルチメディア再生アプリケーションにおいて、第２領域
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のたわみに対応して早送り／巻き戻し、及び次曲再生／前曲再生などを行い、たわみの曲
率によって早送り速度を制御するか、または曲ジャンプなどを行う。
【００８８】
　さらに、フレキシブルディスプレイ１１０のたわみが解除された場合、制御部１３０は
、本発明による動作を終了する。
【００８９】
　この際、フレキシブルディスプレイ１１０のたわみ解除に対応する制御動作が存在する
場合、制御部１３０は、当該制御動作を行う。例えば、制御部１３０は、分割された表示
領域を統合し、１つの画面のみを表示するようにフレキシブルディスプレイ１１０を制御
する。
【００９０】
　その後、制御部１３０は、たわみが発生しないフレキシブルディスプレイ１１０の通常
的な状態によって携帯装置１００を制御する。
【００９１】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照しながら詳細に説明したが、本発明は、上
述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の技術的範囲から逸脱しない範囲内で多
様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【００９２】
　１００　　携帯装置
　１１０　　フレキシブルディスプレイ
　１２０　　センサー部
　１３０　　制御部
　１４０　　格納部

【図１】 【図２】
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